






































































































































待していたよりも大成功を収めた。聖書は当時、主に部分的に映られて、一部の人 ちの関心の対象にすぎず、それ りも広く受容された『黄金伝説』は多くの人の信仰を深めた。しかし、その大多数が奇跡を主な題材とする聖 伝とは異なり、 本来説教のテキスト あった 『黄金伝説』は、当時の神学または教会における様々な関心を明瞭 表すものとなっている。したがって、教義に主眼 置く教会 大衆との交
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神職者のものであった。教会は「罪の償い」等といった外面的行為を一般信者に求め、前述のように内面的信仰は神に任せる傾向が強かった。それに対して、個人が自身 救済を望み、改悛する う内面的信仰が一三世紀の救済論の中心部分であった。生前には教会における告解と改悛があり、死後には煉獄という改悛 場があった。マグダラの聖女マリアは改悛の模範であり、キリストと寄り添う聖人であり、さらに改悛者の守護者であった。聖書において娼婦とされていなかったマグダラのマリアは五九 年頃における法王グレゴリウス一世（五四〇～六〇四）の描写以降に元娼婦とみなすことは、現在では男女差別であるとして否定されつつ る。それ 対して、 「マグダラの聖女マリア」は、救済 機会の普遍性を強調する聖人であるからこそ、一二九七年にドミニコ会 守護聖人になった である。　
改悛後、 『黄金伝説』第九一話に登場するマグダラの聖女マリアは、

































igdalah מִגְדָּל ）であり、 『黄金伝説』にある解釈は一種の
推察に過ぎな 。 『黄金伝説』にも、聖人に関する中世の説教にも、そうした推察がよく登場する。そうした敬虔な思弁は役に立つも で、説教の初めにそれを述べれば、覚えやすかった。さら 、教育程度は高いが他人の話を信じ うとしない現代の聴衆とは違 、中世 聴衆にとっては関心を寄せやすいものでもあった。したがって、この資料がもともと説教に用いられたものだ いうことは断言できる。 『黄金伝説』の資料の多くも、そうである。確かに本資料はのちに、写本で広く流布し多数の読者を得たのだが、もともとは説教のための参照テキストとして編纂されたものであっ 。 こからも、この箇所 メッセージは本来、広く一般民衆向け こと 分かる。　
資料１からは、マグダレーナ伝説の主な意義が分かる。マグダレー





























































































































































独居修道士のように生きている。一三世紀の女子修道会は広く社会で高い評価を得ていたわけではなく、中には当時 社会規範で 管理できない、あるいは恥ずべき存在とされた女性たちを多数収容していた女子修道院も多くあった。ここではマグダレーナ 隠遁修道者と優れて聖なる生活を送っており、教会制度とのかかわりとは無関係に、内的な贖罪の効力を実証している 前田氏と山口氏による「天国を見ることのできる」という翻訳は、 くらか問題である。無論、翻訳者には独自の解釈をすること 認めねばならないが。だが、 「瞑想する・沈思する」 （
contem
plationis ）から「見る」に至るには、かなりの解釈
































































































達に贖罪の機会をもたらすという力を示すものだ。内的な回心が新たに強調されるようになり、良い死に方を求める機運が高まった つまり、神の恩寵を受けた状態で心から罪を悔いた告解をし、可能なら最後の聖体拝領をして世を去りたい と うことだ。この願いは、托鉢
―　　―31
僧たちの努力を介し、さらに普及しつつあった。教会も、その発展に今まで以上に取り組んでいた。明らかに贖罪を受けるだけの価値すらないと思われるもの達に対 て え、贖罪の機会は提示された。著者の考えでは、哲学理論上の一貫性を保つためには、煉獄というもの発案と聖人への崇敬とが、こ 贖罪慣行をも らした主要な要因であろう。天国に行けそうもないことが明らかな者達も、煉獄で浄化される。また、聖人たちに向かい祈るもの達を、聖人たちは守護聖人であるかのように助けるもの されていた。この関係にはどこか互酬的な面があり、ちょうど封建制度での守護者や 位 者から、配下の者が何らかの保護や利益を受 られる に似 る　
この資料では、ある死せる騎士の友たち名が、実にマグダレーナに





























































「おお、ステパヌス。あなたのためにいろいろ尽くしてあげているのに、どうして恩を仇で返すようなことをするのですか。わたしがこころから祈っ あげているのに、どうして身もちをあらためようとしないのですか。 なたがわたしを崇敬 くれるようになってからは、ずっとあなたのために一生けんめい神さまに代願しているのですよ。ですから、さあ、起きて、悔俊をなさい。あなたが神さま お赦し あず るまでは けっして見すてはしませんから」ステパヌスは、たちまち自分のなかに大きな恩寵がみなぎるのを感じたので、世俗を棄て、修道院に入って
4
、完徳の














資料一〇はテキストもサブテキストも、一三世紀の民衆向け説教運動がそのまま表れたものである。ここでは世俗化した罪深い司祭がいたが、マグダレーナを崇敬していたおかげ 彼女から直接に生き方を改め悔悛するよう警告を受ける。無論、すべての司祭が世俗的であったり、邪悪であったりしているわけではない。そうした司祭がいれば、残酷なまでの罰を受けることになろう だが ここにあるのは悔悛を

















罪深さの自覚とが、中世のキリスト教の説教に含まれ いたことは、確かだ。だが本論文で取り上げた資料はいずれも、肯定的 希望ある言説を告げており、それ 中世キリスト教 説教における、もうひとつの側面でもあったのだ。　
マグダレーナのお話には、神学的な視点で見ると興味深い側面がい
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